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はじめに
高入力インピーダンスと広い入力範囲は高精度A/Dコンバ
ータの非常に望ましい特長ですが、LTC®2449デルタシグ
マADCはこれら両方の特長を備えています。少数の外部部
品を使うだけで、LTC2449は、非常に高い入力インピーダ
ンスと電源レールを300mV超える入力範囲を備えた並外
れた測定システムを構成します。

設計者はLTC2449の200nVの分解能を高速変換レー
トとトレードオフすることがありますが、それ以外は、
LTC2449は性能のトレードオフをほとんど必要としませ
ん。このデバイスは1ppmの直線性(図2)、200nVの入力分
解能および5Vの入力範囲を同時に実現します。フィルタによ
る10種類のオーバーサンプリング比を利用することができ、
6.8サンプル/秒から3500サンプル/秒までのデータレート
が与えられます。50Hzおよび60Hzの通常モード除去率は
6.8spsモードでは87dBを超えます。すべてのDC仕様がす
べての速度で維持されますが、分解能だけは変化します。こ
のように高性能が保たれますので、6桁ボルトメータ、センサ
ーのインタフェース、産業用制御装置などの難しいアプリケ
ーションの設計が簡素化されます。さらに、LTC2449のデジ
タル・インタフェースとタイミングは非常にシンプルであり、

No Latencyアーキテクチャのおかげで、複数の入力チャネ
ルをスキャンするときのフィルタのセトリングに関して心配
する必要がありますせん。

一般的問題の解決
LTC2449のユニークな特長として、アナログ入力が
MUXOUTピンに配線されており、これらの信号は外部バッ
ファによりスイッチトキャパシタADC入力から絶縁されます
(図1参照)。外部バッファはマルチプレクサを通してアナログ
入力に高インピーダンスを与えます。これには、内蔵バッフ
ァに比べて明らかな利点があります。なぜなら、バッファに
適切な電源電圧を与えれば、アナログ入力は真にレール・ 
トゥ・レールとなり、わずかにそれを超えるからです。

LTC6241は高精度CMOSアンプで、バイアス電流は1pAで
す。DC仕様が非常に優れており、最大オフセットは125µV、
開ループ利得は標準1,600,000です。 
������、LT、LTCおよびLTMはリニアテクノロジー社の登録商標です。
他のすべての商標はそれぞれの所有者に所有権があります。
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図1. 温度検出アプリケーションの例
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LTC2449のマルチプレクサ・スイッチング技法によってオ
フセットが除去されるので、このアプリケーションではオ
フセットは重要ではありませんが、高い開ループ利得は
LTC2449の10ppmの標準利得誤差が増加しないことを
保証します。LTC6241とLTC2449の適切なインタフェース
を図1に示します。アンプの0.01µF容量性負荷と補償回路
により、ADCのサンプリング電流を平均化する電荷貯蔵機
能がLTC2449に与えられ、2.5kの帰還抵抗によりDC精
度が維持されます。

LTC6241の出力段はレール・トゥ・レールで、同相範囲は負
電源から正電源より1.5V下までです。どんなレール・トゥ・
レール・アンプも実際に出力をレールまで引っ張ることはで
きないので、図3に示されているように、LT3472昇圧/反転
レギュレータを使って5V電源から－2.5Vと7.5Vのオペアン
プ電源を作ります。

このレギュレータは実際にレールまで振幅する必要のある
いくつかのアンプと他の回路に十分な電流を供給すること
ができます。さらに、LT3472の1.1MHzスイッチング周波
数は、LTC2449のデジタル・フィルタのストップバンドの中
点に近くなります。ストップバンドの中点は、内部変換クロ
ックを使っているとき900kHzで、選択された速度モード
に依存しません。

アプリケーション
図1に示されているように、LTC2449は一般に熱電対および
RTDと一緒に使われます。熱電対の出力の変化は非常に小
さく(1°Cあたり数10マイクロボルト)、熱電対からPCBの銅
トレースまでの「コールドジャンクション」接続より温度が低
いと出力は負になります。RTDはRTD両端の電圧を基準抵
抗両端の電圧と比較して測定されます。これにより非常に精
密な抵抗の比較が得られ、高精度電流源は不要です。図示
されているようにセンサーを接地するのは、ピックアップ・
ノイズを減らすのに有効な第一防御線ですが、ADCは電源
レールに非常に近い、または電源レールのわずかに外側の
入力信号に適応する必要があります。LTC2449はこれら
の信号を完璧に扱うことができます。

まとめ
LTC2449は、デルタシグマADCを要求の厳しいアプリケ
ーションに応用しようとするとき設計者が直面する問題の
多くを解決します。高インピーダンス、レール・トゥ・レール
入力および非常にシンプルな直列インタフェースにより、
ハードウェアとソフトウェアの両方のデザインが簡素化さ
れます。
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図2. LTC2449の積分非直線性

図3. バッファの電源
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